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 (百万円未満切捨て)

１．平成 26 年６月期第１四半期の業績（平成 25 年７月１日～平成 25 年９月 30 日） 
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26 年６月期第１四半期 98 12.2 △7 ― △7 ― △7 ―

25 年６月期第１四半期 87 ― △28 ― △28 ― △3 ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

26 年６月期第１四半期 △73.46 ―

25 年６月期第１四半期 △32.88 ―
  
（２）財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

26 年６月期第１四半期 145 8 4.2 

25 年６月期 151 16 9.1  
(参考) 自己資本 26 年６月期第１四半期 6百万円 25 年６月期 13 百万円 

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25 年６月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

26 年６月期 ―  

26 年６月期(予想)  0.00 ― 0.00 0.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

３．平成 26 年６月期の業績予想（平成 25 年７月１日～平成 26 年６月 30 日） 
 (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 619 103.6 4 ― 2 ― 1 ― 18.45

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

  



 
※ 注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示 ： 無 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26 年６月期１Ｑ 106,956 株 25 年６月期 106,956 株

② 期末自己株式数 26 年６月期１Ｑ 338 株 25 年６月期 338 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26 年６月期１Ｑ 106,618 株 25 年６月期１Ｑ 106,618 株

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策及び金融政策によるデフレ脱却への

期待感から、円安・株高が進行したことで輸出環境が改善され、消費の改善によって緩やかに景気が回

復してきていますが、海外では米国の量的緩和の縮小・解除観測や欧州債務問題の長期化による経済回

復の遅れ、中国をはじめとした新興国の経済成長鈍化などの海外景気下振れリスクが存在し、依然とし

て不透明感が残る状況が続いております。 

このような状況の中、提携先や取引先を通じた新規顧客開拓の遅れ及び入札案件の獲得不振となって

おり、LED 照明機器販売事業は伸び悩んでおります。 

また、環境商材拡充を目的とした太陽光パネル等の販売は、新たな受注へ向け、販売先を開拓中であ

ります。 

この結果、売上高 98,193 千円（前年同四半期比 12.2％増）、営業損失 7,472 千円（前年同四半期は

28,353 千円の損失）、経常損失 7,593 千円（前年同四半期は 28,394 千円の損失）、四半期純損失 7,832

千円（前年同四半期は 3,505 千円の損失）となりました。 

 
（２）財政状態に関する説明 

①資産の状況 

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、135,591 千円（前事業年度末は 141,690 千円）と

なり 6,099 千円の減少となりました。その主な要因は、LED 照明機器販売事業の売上増加に伴い、売掛金

が 8,431 千円増加したものの、1 年内償還予定社債 20,000 千円の償還等によって現金及び預金が 13,412

千円減少したことなどによるものであります。 

また、当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、9,452 千円（前事業年度末は 10,090 千

円）となり 638 千円の減少となりました。その主な要因は、無形固定資産が 285 千円減少、投資その他

の資産が 291 千円減少したこと等によるものです。 

この結果、当第１四半期会計期間末における総資産は 145,043 千円（前事業年度末は 151,781 千円）

となりました。 

 
②負債の状況 

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、136,267 千円（前事業年度末は 135,172 千円）と

なり 1,095 千円の増加となりました。その主な要因は、1 年内償還予定社債が 20,000 千円減少し、未払

法人税他が 2,371 千円減少したものの、買掛金が 23,466 千円増加したことによるものであります。 

また、当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、0円（前事業年度末は 0円）であります。 

この結果、当第１四半期会計期間末における負債合計は 136,267 千円（前事業年度末は 135,172 千

円）となりました。 

  
③純資産の状況 

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、8,776 千円（前事業年度末は 16,609 千円）となり

7,832 千円の減少となりました。その主な要因は、当四半期純損失の計上により利益剰余金が 7,832 千円

減少したことによるものであります。 

 
（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年６月期の業績予想につきましては、当第 1 四半期累計期間での受注確定及び納入に遅れが発

生しておりますが、現時点では、平成 25 年８月 16 日に公表いたしました業績予想に変更はございませ

ん。 

この結果、当事業年度（平成 26 年６月期）の業績の見通しに付きましては、売上高 619 百万円、営業

利益 4百万円、経常利益 2百万円、当期純利益 1百万円を見込んでおります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
 
３．継続企業の前提に関する重要事象等 

当社は、平成 24 年６月期において 1,607,958 千円であった売上高が、前事業年度において 304,180 千

円と著しく減少しており、営業損失 94,177 千円、経常損失 95,557 千円及び当期純損失 71,200 千円を計

上しております。また、当第 1 四半期累計期間において営業損失 7,472 千円、経常損失 7,593 千円、四

半期純損失 7,832 千円を計上しております。この状況が継続すれば、債務超過となり、資金繰りにも懸

念が生じる可能性があります。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況

が存在しております。 
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 54,689 41,277

売掛金 64,048 72,479

商品 4,122 3,950

原材料及び貯蔵品 233 223

未収入金 10,729 10,728

その他 7,978 7,072

貸倒引当金 △111 △140

流動資産合計 141,690 135,591

固定資産

有形固定資産 834 772

無形固定資産 3,100 2,815

投資その他の資産 6,156 5,865

固定資産合計 10,090 9,452

資産合計 151,781 145,043

負債の部

流動負債

買掛金 59,884 83,351

短期借入金 20,000 20,000

1年内償還予定の社債 40,000 20,000

未払金 9,819 7,160

未払法人税等 2,114 838

その他 3,353 4,917

流動負債合計 135,172 136,267

負債合計 135,172 136,267

純資産の部

株主資本

資本金 211,548 211,548

資本剰余金 856,003 856,003

利益剰余金 △1,017,457 △1,025,290

自己株式 △36,225 △36,225

株主資本合計 13,869 6,036

新株予約権 2,740 2,740

純資産合計 16,609 8,776

負債純資産合計 151,781 145,043
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（２）四半期損益計算書
　第１四半期累計期間

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 87,513 98,193

売上原価 68,175 70,206

売上総利益 19,337 27,987

販売費及び一般管理費 47,691 35,459

営業損失（△） △28,353 △7,472

営業外収益

受取利息 11 12

受取賃貸料 428 428

その他 410 110

営業外収益合計 850 551

営業外費用

支払利息 485 283

支払保証料 405 389

その他 0 0

営業外費用合計 891 673

経常損失（△） △28,394 △7,593

特別利益

保証金償還益 25,500 －

特別利益合計 25,500 －

税引前四半期純損失（△） △2,894 △7,593

法人税、住民税及び事業税 611 238

法人税等合計 611 238

四半期純損失（△） △3,505 △7,832
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当社は、平成 24 年６月期において 1,607,958 千円であった売上高が、前事業年度において 304,180

千円と著しく減少しており、営業損失 94,177 千円、経常損失 95,557 千円及び当期純損失 71,200 千

円を計上しております。また、当第 1 四半期累計期間において営業損失 7,472 千円、経常損失 7,593

千円、四半期純損失 7,832 千円を計上しております。この状況が継続すれば、債務超過となり、資金

繰りにも懸念が生じる可能性があります。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消すべく以下の施策を着実に実行してまいります。 

① 収益基盤の拡充 

・提携先や取引先を通じた顧客開拓チャネルの拡充を図ります。 

・付随工事の取り込みなど顧客対応力の強化による収益の上積み施策を実施してまいります。 

・新規仕入先の開拓による価格ニーズにあった提案を推進し、利益の改善を図ります。 

・競合の少ない新たな商品群のマーケットを開拓し、ニーズにあった商品を仕入先と共同開発し、

ニッチなマーケットでの知名度アップを図ります。 

・太陽光パネル販売の本格的な事業化を目指してまいります。 

・新たな市場開拓と同時に、同業他社を問わずタッグを組み、双方の強みを伸ばせる提携先を模索

してまいります。 

② 新規事業開発 

・提携先の協力を得ながら、自動車修理工場や鈑金工場向の販売管理ソフトの販売、車両販売支援

の業務提携、自動車周辺商品の販売等の自動車関連事業への参入を検討してまいります。 

③ 資金調達施策の実施による財務基盤の拡充と資金繰りの安定化 

・筆頭株主である NR 投資事業組合に対し、すでに付与しております新株予約権の当事業年度内で

の行使を要請してまいります。 

・取引金融機関との関係正常化に向け、交渉を再開するとともに、必要資金の借入交渉を行ってま

いります。 

・新たな提携先、支援先を早急に模索し、資金繰りの安定化を図ってまいります。 

  

しかしながら、これらの施策は実行途上にあり、現時点においては継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。 

 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 

当社の報告セグメントは、LED 照明器具販売事業のみの単一セグメントであるため、開示を省略し

ております。 
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